
JFA第 4２回全日本 U-12サッカー選手権大会宮崎県大会 
 

開催要項 
１．趣  旨 

    子ども達が、サッカーを通じて心身を鍛え、フェアプレーの精神と、社会生活に必要な協力の精神を

学び、培い、正しく強く生きる人間を育成することを目指す。 

２．主  催 

    公益財団法人日本サッカー協会、公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団、読売新聞社 

    一般社団法人宮崎県サッカー協会 

３．後  援 

    公益財団法人宮崎県体育協会宮崎県スポーツ少年団、ＵＭＫテレビ宮崎、日本テレビ放送網、 

    報知新聞社 

４．主  管 

    宮崎県少年サッカー連盟 

５．特別協賛 

    ＹＫＫ，花王 

６．協  賛 

    日本マクドナルド、日清製粉グループ、日清オイリオグループ、ゼビオ 

 ７．開催協力 

    モルテン 

８．期  日 

    開会式  平成 30年 11月 11日（日） 

    試 合  平成 30年 11月 3日（土）・11日（日）・18日（日）・23日（金） 

９．会  場 

   開会式  宮崎県総合運動公園サッカー場 

    試 合  1回戦～準決勝（3日、11日、18日）小田爪人工芝サッカー場他 10会場 

         決勝戦（11月 23日）宮崎県総合運動公園陸上競技場       

１０．参加資格 

    （１）平成 30年度日本サッカー協会第４種に登録手続きを完了し、参加申し込み時に写真を貼った

選手証を保持している者とし、選手証提示は背番号順に並べ替えたペーパーとする。 

    （2）参加するチームは、U－12サッカーリーグに参加しているチームとする。 

      リーグ戦に複数チーム登録しているチームは、登録しているチーム数と同じチーム数で今大会 

      に参加すること。その際は、それぞれのチームにD級以上の公認指導者がいること。また、 

      全国大会に出場の際は、選手の補充は認めるが、入れ替えはできない。 

（3）選手が9月22日の参加申込書提出後他チームへ移籍した場合は、本大会への参加を認めない。

尚、宮崎県サッカー協会第四種委員会が参加を認めた場合は、この限りではない。 

１１．競技方法 

    （１）競技規則は、２０１8年度日本サッカー協会制定８人制サッカー競技規則及び宮崎県少年連盟

申し合わせ事項に基づいて行う。 

    （２）試合は、トーナメント方式を採用する。 

（３）試合時間は、４０分とし、勝敗の決しない時は、ＰＫ方式により、次回戦出場チームを決定す

る。なお、準決勝戦・決勝戦に限り勝敗の決しない場合は、１０分間（５分ハーフ）の延長戦を

行った後、ＰＫ方式を採用する。 

    （４）交代要員は８名とし、自由な交代（フットサル方式）を適用する。ただし、ＧＫの交代につい 

      ては、ボールがアウトオブプレーになった時に、主審に通知し、主審の許可を得て交代を行うこ

と。 

    （５）試合球は、JFA 公認試合球（４号球サーマルボンディング加工）とし、各チームの持ち寄り

とする。 

（６）競技場の規格は、次の通りとする。 

      大きさ→６８ｍ×５０ｍ   ゴールエリア→４ｍ   ペナルティーエリア→１２ｍ 

      センターサークル→７ｍ   ＰＫマーク→８ｍ   コーナーマーク→７ｍ 

    （７）ゴールは、少年用ゴールを使用する。 

１２．チーム構成と条件 

    （１）チーム構成は、引率者（監督・コーチ）３名（公認指導者証を持参すること）                       

※指導者証は、その本人が不在でも、代理の者が持参すること。 

     ※ベンチ入りするチーム役員（2 名以上 3 名以内）その内 1 名以上が日本サッカー協会公認コー



チ資格（D級コーチ以上）を有する事。 

     ※選手は、１６名以内とする（背番号は、１～９９以内の番号を使用する）。 

   （２）引率者は、当該チームを掌握できる責任ある指導者であること。 

   （３）選手は、スポーツ障害保険に加入し、かつ保護者の同意のあるものに限る。 

１３．開会式 

    全チーム参加の上、11月 11日（日）、午前８時 20分に集合し、午前 8時 30分から、 

    宮崎県総合運動公園サッカー場で実施する。ただし、11月 3日（土）に 1～2回戦を勝ち上がった

32チームで行う事とする。なお雨天の場合は、会場を変更して行います。（小雨の場合は行います。） 

     ※登録選手は、全員参加。集合時間は厳守すること。 

     ※選手は、ユニフォーム・アップシューズを着用のこと 

     ※チーム名のプラカード及び団旗を、各チームで用意すること。 

１４．監督会議 

     ２０１8年 10月７日（日）午後 6時 30分より宮崎市中央公民館 3階会議室にて行う。 

     ※会議への出席は、申込書に登録された指導者とする。 

１５．表彰 

   （１）優勝チームには、優勝旗、トロフィー、メダル他を授与する。 

   （２）準優勝並びに３位（２チーム）には、メダルを授与する。 

   （３）特別協賛社賞として、敢闘賞、努力賞、グッドマナー賞を授与する。 

   （４）参加チームには、参加賞を授与する。 

１６．申込方法 

    別紙「申込用紙」と「プライバシーポリシー同意書」に必要事項を記入の上、２０１8 年 9 月 2５

日（火）まで必着するように申し込むこと。ＦＡＸ及びメールでの申込は受け付けない。 

参加料８，０００円 

    【申込書送付先】 南 園 芳 雄 〒８８９－２１５２ 宮崎市学園木花台北２－１１－１０ 

    【問い合わせ先】 各地区４種運営委員 

     ※申込みが期日内に届かない場合は、参加できないので、期日厳守のこと。 

     ※申込書は、記入漏れ、書き間違いがないように、必ず各指導者の責任においてが確認すること。 

     ※特定記録郵便で書類を送付する事。その控えを、必ず監督会議に持参すること。 

１７．その他    

   （１）本大会に出場する経費は、全て各チーム負担とする。 

   （２）必ず、正・副のユニフォームを持参すること。 

     ※ユニフォームについては、日本サッカー協会のユニフォーム規程を遵守すること。 

     ※なお、フィールドの選手がＧＫをする場合には、本大会申込書に記載のユニフォームを着用しそ

の選手固有の番号とする。ただし試合中の怪我の場合は、出場していた GK のユニフォームに

着替えて出場することが出来る。 

   （３）大会期間中に「退場」を命じられた者、並びに「警告」累積２回の者は、次の１試合に出場でき

ない。なお、その後の処置については、県大会規律委員会（４種運営委員で構成する）で決定す

る。また、選手、指導者（監督・コーチ等）が重大な問題を起こした場合には、県大会規律委員

会で処罰されることがある。 

   （４）各チームは、宮崎県サッカー協会審判部に登録済みの審判員を帯同すること。なお帯同審判員は、

写真を貼った２０１8年度審判証を必ず持参し、試合開始時間３０分前までに、審判証を本部に

提示すること。（写真を貼った審判証を携帯電話で提示する事も可とする。） 

      また、２００５年度以降に取得した４級審判員については、宮崎県少年サッカー連盟から認定さ

れた者である事を証明する認定証または修了証を提示する事。 

   （５）本大会の優勝チーム・選手は、全国大会（12 月 26 日～12 月 29 日）鹿児島市ふれあいスポ

ーツランドへの出場権を得る。 

      また、準優勝並びに３位（２チーム）は、第 6回九州地区 U-12 サッカーフェスティバルｉｎ

宮崎（12月 22日～24日宮崎県総合運動公園で行われる）への出場権を得る。 

   （６）この大会のシードチームは、U－12サッカーリーグ in宮崎 8地区の 1位の 8チームが、第 1

～第 8シード、JA共済杯mrt宮崎県少年サッカー大会 2018のベスト 8のチームが、第 9～

第 16シードとする。 

（７）開会式及び監督者会議に参加しないチームは、本大会に出場できない。 

   （８）本大会のベスト８にチームは、日向市・マルイチカップ第 44回九州ジュニア（Ｕ-12）サッカ

ー宮崎県大会のシード権を得る。 

   （９）ユニフォームの広告表示は、「ユニフォーム規程」に基づき認める。ただし、本大会の協賛・協

力社と類似したスポンサー広告は禁止とする。 



  （１０）大会中のケガについては、各チームにて対応すること。 

  （１１）申込書に記入してある指導者（監督・コーチ）が、試合会場にいる場合は、その指導者は、必ず

ベンチに入らなければならない。 

  （12）試合前のセレモニーは、準々決勝からとし 4回戦までは行わない。 

  （13）当日は、多くの施設利用があり駐車場の混雑が予想されるので、乗り合わせの上、早めに集合を

すること。 

  （14）大会期間中、各会場の駐車場にチームで乗り入れする車には、わかりやすい場所（フロントガラ

ス、ダッシュボード等）にチーム名を必ず提示すること。 

  （15）駐車場に、椅子やクーラーボックス等を置いての場所取りについては厳禁とする。なおこの行為

が発覚した場合は、規律委員会にかけ、チームの監督及びチームを厳罰に処する。  


